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看護部の理念

１．患者の立場に立った全人的医療を実施する
２．将来を担う医療人を育成する
３．世界に発信する高度先進医療を推進する
４．地域医療を発展させる

理念・目的

山口大学医学部附属病院ホームページより

病床数 736床
看護職員 約700名

山口大学医学部附属病院
http://www.hosp.yamaguchi-u.ac.jp/

山口大学医学部附属病院看護部
http://ds.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~kangobu/

山口大学医学部附属病院
山口県宇部市南小串1-1-1



肝疾患診療連携拠点病院

山口大学医学部附属病院肝疾患センター
http://ds.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~kanzou/index.html

平成２１年 ２月 山口県肝疾患診療連携拠点病院に指定
平成２１年１０月 肝疾患センターを設立

山口大学肝疾患センターホームページより



肝疾患センター組織図

山口大学肝疾患センターホームページより



本日の内容

 肝疾患ワーキンググループの立ち上げ

 肝炎治療診療連携

 肝臓病教室の運営

 Ｑ＆Ａコーナー

 肝炎ウイルス検査の広報活動

 肝疾患研修会での活動報告
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 肝疾患研修会での活動報告



肝疾患ワーキンググループの立ち上げ

平成２２年４月から活動開始

ワーキンググループのメンバー

看護師長 １名

副看護師長 ２名

病棟看護師 ８名

計11名
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肝炎パスポート（１）
http://ds.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~kanzou/passport.html

専門医療機関とかかりつけ医との連携により
肝炎患者に良質かつ適切な医療を提供する

ウイルス性慢性肝炎・肝硬変
のクリニカルパス

C型慢性肝炎インターフェロン
治療用のクリニカルパス

経時的に血液検査結果や治療の
記入ができる

肝疾患センターのホームページ
からダウンロードができる



肝炎パスポート（２）

山口大学肝疾患センターホームページより



専門医療機関

診療所・中小病院

診断・治療導入

定期的な
専門医受診

連携パス等を活用し、
診療可能な紹介元、近医へ

連携

継続治療

肝炎IFN治療計画料
700点

診療情報提供料Ⅰ 250点
＋

肝炎IFN治療連携加算 50点

翌月以降
診療情報提供料Ⅰ

250点

肝炎の医療連携と保険点数



肝炎インターフェロン（IFN)療法の連携クリニカルパス
(第1版)

患者さん

かかりつけ医 専門医

定期的な受診

パスと肝炎パスポートを用いて
治療経過や検査データなどを交換

・定期的な受診
・薬の処方、注射など
・生活、食事指導

・画像検査
・肝炎進行度の検査
・特殊治療の必要性判断

・投薬
・定期血液検査
・経過観察

山口大学肝疾患センターホームページより



肝炎診療連携パス 第1版（改）



日時 yyy/mm/dd #VALUE! #VALUE!

経過 治療開始時 1週間後 2週間後

投与1回目 回目 回目

達成目標 ◆病気に対して理 ◆重篤な副作用や ◆重篤な副作用や

◆治療の理解がで ◆外来オリエンテー ◆外来での治療に

医療機関 山口大学第一内科 山口大学第一内科

診察医サイン

PEG-IFN μ g

治療 リバビリン mg

朝 C、夕 C 朝 C、夕 C 朝 C、夕 C

白血球数

好中球

Hb

検査 血小板数

AST

ALT

腹部超音波

眼科

血圧・脈・体温

体重

食欲不振

不眠・気分の落ち込み

観察項目 貧血症状

咳

発疹・かゆみ

皮膚のトラブルの有無

注射部位

その他の

症状・指示など

施行者サイン

インターフェロン施行後から退
院までの間に変化があった場
合は「その他の症状・指示な

ど」の欄に記入する

★注射部位はシートを用いて
記入する 例：右上腕Aなど

今まで看護サマリーに書いて
いた内容は「その他の症状・指
示など」の欄に簡潔に記入する

検査項目の値

治療実施日

インターフェロン量

観察項目は
インターフェロン当日の

担当看護師が
インターフェロン施行
前の状態を記入する

リバビリン内服確認し記入する

２回目以降は空欄になって
いるので投与回数は
看護師が記入する

医師が記入



この部分を拡大します



注射後、月～水
曜日まで発熱が
あり、座薬を使
用している。

咳が続くため、内
服処方があった。

貧血があり、レベ
トール減量の指
示があった。

注射後、日～火
曜日にかけて発
熱があり、ボルタ
レンを使用してい
る。咳が時々あり、
出始めるとなかな
かとまらない。

腹満感があり、ビ
オフェルミンが内
服開始となった。

肝生検後の皮膚
トラブルは改善し
ている。7/22に発
熱があり、ボルタ
レンを使用してい
る。左上腕に発赤
があり、医師に報
告し、軟膏処方を
依頼する。

その他の

症状・指示など

右上腕B左上腕B右上腕C注射部位

発赤軽度なしなし皮膚のトラブルの有無

左上腕B右上腕C左上腕A発疹・かゆみ

ありあり時にあり咳

なしなしなし貧血症状

なしなしなし不眠・気分の落ち込み

なしなしなし食欲不振

55.655.456.0体重（kg）

126/83 82 36.5123/76 86 36.3126/81 83 36.8血圧・脈・体温

観察項目

☆上肢発赤の状態を確認してください
☆腹満感の観察を行ってください
☆8/6～レベトールの減量あり、内服確認をしてください

☆咳嗽の状況を確認してください
☆血圧が高くないか確認してください



肝炎診療連携パスと肝炎パスポートを
用いたC型慢性肝炎治療診療連携

肝炎パスポート肝炎連携パス
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肝臓病教室の運営（１）
昨年度までの現状

・病棟看護師は参加していなかった
・参加者は尐なかった

・年間予定表の掲示のみだった

今年度から行ったこと
・時間・場所を変更した
・手作りのポスターを院内に掲示、
ホームページに掲載する

・肝臓病教室に病棟看護師が参加する
・病棟や外来で直接案内をする

手づくりのポスターで
アピールしています！



肝臓病教室の運営（２）
今年度の現状

・年６回開催予定

・医師、栄養士、肝疾患相談員、

看護師が参加

・参加者の増加：１６～１７名

今後の課題

・看護師主催の教室を開催する

・参加者のニーズを把握し、

他職種と連携し、充実した

教室の開催を目指す



本日の内容

 肝疾患ワーキンググループの立ち上げ

 肝炎治療診療連携

 肝臓病教室の運営

 Ｑ＆Ａコーナー

 肝炎ウイルス検査の広報活動

 肝疾患研修会での活動報告



Ｑ＆Ａコーナー

肝臓病教室で質問があった

ものを中心に当院の肝疾患

センターのホームページに

Ｑ＆Ａ形式で掲載している

Ｑ＆Ａコーナーの内容を冊子

にしたものを配布すること等

を検討している
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肝炎ウイルス検査の広報活動（１）

「まちの保健室」事業
・日本看護協会、全国の都道府県

の看護協会で展開している

「まちの保健室」とは
・こどもからお年寄りまでこころやからだの気になることや悩みを

看護者に気軽に相談できる場

・健康生活問題の相談に乗りながら、痛みを分かちあったり、

健康関係情報を提供する

・街角に相談できる看護者がいることが市民の安心を生む



肝炎ウイルス検査の広報活動（２）

活動内容

・山口県看護協会宇部支部主催の

「まちの保健室」で肝炎ウイルス

検査に関する手づくりのチラシを

毎月１５０部配布している

・活動内容は当院の肝疾患センター

のホームページに掲載している
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肝疾患研修会での活動報告

主催：山口大学肝疾患センター

年１回開催

対象：山口県内の肝疾患診療に

携わる人

目的：山口県内の肝疾患診療に

関する情報の共有を図る



今後の課題

山口県肝疾患看護の質の向上と
看護職の連携強化

院内・山口県内の看護部門への広報活動
山口県内での研修会・講演会の開催の検討
地域住民への広報活動の強化


